
10 飼料用米を推進するための取組

（１）食料・農業・農村基本計画で掲げた飼料用米の生産努力目標の確実な

達成に向けて、生産性の向上と畜産物のブランド力強化が飼料用米生産

の持続可能性の確保につながる理想的なサイクルを実現する必要があ

る。

（２）このため、水田活用の直接支払交付金による支援とあわせて、現場で

取組可能な飼料用米の生産コスト低減策をとりまとめた「飼料用米生産

コスト低減マニュアル」や「飼料用米多収日本一」表彰を活用しながら、

多収品種の導入、多収を実現する低コスト栽培技術の普及などを推進し、

飼料用米の生産コスト低減を進める。

（３）また、耕種農家と畜産農家の連携により、飼料用米を輸入とうもろこ

しの代替品として利用するだけではなく、その特徴を活かして畜産物の

高付加価値化を図る取組を進める。
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